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本 章 で は 、 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト を 開 発 し 、 倒 日 内 町 の 住 民 を 対 象 に 実 施 し た 結 果 を
報 告 す る 。 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト は 、 環 境 改 変 が も た ら す 環 境 の さ ま ざ ま な 質 の 変 化 に
つ い て の 自 然 科 学 的 情 報 を 提 供 し 、 そ れ ら の 環 境 の 質 の 変 化 に 対 す る 人 々 の 選 好 を 明
ら か に す る ア ン ケ ー ト 手 法 で あ る 。 幌 加 内 町 に お け る 調 査 は 、 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然
環 境 に 関 す る 意 識 調 査 J と い う タ イ ト ル で 、 実 施 し た 。
1  . シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 開 発
( 1  ) シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 概 要








2. 調 査 概 要
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3. 調 査 結 果
( 1  ) コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 結 果
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E 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査
1  . シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 開 発
( 1  ) シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 概 要
シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 目 的 は 、 森 林 伐 採 に と も な う 複 雑 な 環 境 変 化 を 、 複 数 の 環 境
の 質 の 変 化 の 組 み 合 わ せ ( シ ナ リ オ ) と し て 提 示 し 、 シ ナ リ オ に 対 す る 人 々 の 選 好 を
明 ら か に す る と と も に 、 人 々 が そ れ ぞ れ の 環 境 の 質 の 変 化 ( 悪 化 ) を 懸 念 す る 程 度 を
定 量 的 に 明 ら か に す る こ と に あ る 。
シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 概 要 は 、 次 の 通 り で あ る 。 流 域 環 境 に お い て 森 林 を 伐 採 す る
と 、 そ の 影 響 は 流 域 環 境 の さ ま ざ ま な 側 面 に 及 ぶ 。 た と え ば 、 森 林 の 景 観 が 悪 化 す る 、
森 林 や 河 川 の 生 態 系 が 変 化 す る 、 川 や 湖 の 水 質 が 悪 化 す る 、 な ど で あ る 。 こ の よ う に 、
森 林 伐 採 に よ っ て 影 響 を 受 け る 環 境 の 様 々 な 側 面 を 、 「 環 境 の 質 J と 呼 ぶ 。 森 林 伐 採 の
場 所 、 規 模 、 方 法 に 応 じ て 、 ど の 環 境 の 質 が 、 ど の 程 度 変 化 を 被 る か は 異 な る 。 森 林
伐 採 に 伴 う 複 数 の 環 境 の 質 の 変 化 の 組 み 合 わ せ を 、 環 境 変 化 の 「 シ ナ リ オ 」 と 呼 ぶ 。
シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト は 、 回 答 者 に 、 環 境 変 化 の シ ナ リ オ を 複 数 提 示 し 、 そ れ ら に 対 す
る 選 好 を 尋 ね る も の で あ る 。 重 要 な こ と は 、 各 シ ナ リ オ に お け る 環 境 の 質 の 変 化 の 記
述 は 、 自 然 科 学 的 指 標 を 用 い て 客 観 的 に 予 測 し た 結 果 を 用 い て い る 点 で あ る 。
質 問 票 は 、 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 を 想 定 し て 設 計 し た 。 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 は 、 も と
も と 計 量 心 理 学 や マ ー ケ テ ィ ン グ の 分 野 で 発 展 し て き た 手 法 で あ り 、 商 品 や サ ー ビ ス
の 持 つ 複 数 の 属 性 に つ い て 、 顧 客 は ど の 属 性 に 重 き を 置 い て い る の か 、 ま た 顧 客 に 最
も 好 ま れ る よ う な 属 性 の 組 み 合 わ せ は ど の よ う な も の か を 統 計 的 に 探 る た め の 手 法 で 、
あ る 。 た と え ば 、 新 車 を 開 発 し よ う と し て い る 自 動 車 メ ー カ ー が 、 ど の よ う な 自 動 車
が 消 費 者 に う け る の か を 知 り た い と 考 え て い る と す る 。 さ て 、 自 動 車 に は 、 デ ザ イ ン 、
燃 費 、 価 格 、 色 と い っ た さ ま ざ ま な 属 性 が あ る 。 そ れ ぞ れ の 属 性 に は 水 準 が あ り ( た
と え ば 、 「 価 格 」 と い う 属 性 に は 、 「高 し 、 J r安 し 、 」 な ど の 水 準 が あ る ) 、 消 費 者 は 、 さ
ま ざ ま な 属 性 一 水 準 を 勘 案 し て 、 全 体 と し て の 自 動 車 を 評 価 し て い る 。 コ ン ジ ョ イ ン
ト 分 析 で は 、 自 動 車 ( 商 品 や サ ー ビ ス ) を 、 水 準 の 異 な る さ ま ざ ま な 属 性 の 組 み 合 わ
せ と 捉 え る ( こ の 組 み 合 わ せ を 、 プ ロ フ ァ イ ル と よ ぶ ) 。 そ し て 、 ( プ ロ フ ァ イ ル の 異
な る ) 複 数 の 自 動 車 に 対 す る 選 好 を 尋 ね る こ と に よ っ て 、 消 費 者 が 自 動 車 を 評 価 す る
際 に ど の 属 性 を 重 視 し て い る か 、 属 性 問 の 相 対 的 な 重 要 性 を 、 数 値 と し て 示 す ( 各 属
性 の 相 対 的 重 要 性 を 示 す 数 値 を 、 部 分 効 用 値 と い う ) 。 本 調 査 は 、 こ う し た 考 え 方 を 環
境 意 識 調 査 に 応 用 し て い る 。
コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 を 用 い た 理 由 は 、 次 の 通 り で あ る 。 環 境 評 価 の 分 野 で し ば し ば
用 い ら れ る C V M ( 仮 想 評 価 法 ) は 、 環 境 変 化 や 、 そ れ を も た ら す 開 発 計 画 へ の 懸 念
の 程 度 を 明 ら か に す る こ と は で き る が 、 環 境 を 構 成 す る 個 々 の 環 境 の 質 へ の 選 好 を こ
ま や か に 示 す こ と は で き な い 。 他 方 、 個 々 の 環 境 の 質 へ の 選 好 を 個 別 に 質 問 す る 形 式
を と る と 、 す べ て の 環 境 の 質 が 重 要 で あ る と い う 結 果 に な っ て し ま い 、 複 数 の 環 境 の
質 の 聞 の ト レ ー ド オ フ 関 係 を 考 慮 す る こ と が で き な い 可 能 性 が 高 い 。 そ の 点 、 コ ン ジ
ョ イ ン ト 分 析 で は 、 複 数 の シ ナ リ オ に 対 す る 選 好 を 尋 ね る こ と を 通 じ て 、 そ れ ぞ れ の
環 境 の 質 の 変 化 に 対 す る 懸 念 の 程 度 を 効 用 値 と し て 推 定 す る こ と が で き る 。 プ ロ フ ァ
































広葉樹、針葉樹と広葉樹の 3通りとした。伐採対象地の面積は、 4kIl、 20kIlIの 2通り
とした。伐採方法は、皆伐と 20%択伐の2通りとした。したがって、伐採対象地面積
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図 3- 1 朱 鞠 内 湖 と 伐 採 範 囲
表 3 -1 設 定 し た 森 林 伐 採 パ タ ー ン
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k m:l k m
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※ 針 → 針 針 葉 樹 林 を 伐 採 後 、 針 葉 樹 を 値 林
広 → 広 広 葉 樹 林 を 伐 採 後 、 広 葉 樹 を 植 林



































③ 環境の質の変化予測 : ①で設定した 24通りの森林伐採パターンのそれぞれによ
って、②で設定した6つの環境の質がどのように変化するかを、自然科学的指標を用
いて予測した。(このステップは、専ら、応答予測モデル班によるものである。モデル
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表 3-2 流 域 環 境 へ の イ メ ー ジ を あ ら わ す 1 0 の キ ー ワ ー ド
森 の キ ー ワ ー ド
[ 遊 び の 場 を 提 供 す る 森 ]
[ 空 気 浄 化 機 能 の あ る 森 ]
[ 快 い 情 感 の 得 ら れ る 景 観 ]
[ 豊 か な 森 ]
[ 動 物 の 棲 め る 森 ]
[ 山 の 幸 が と れ る 森 ]
森 の キ ー ワ ー ド
1) [ 遊 び の 場 を 提 供 す る 森 ]
2) [ 空 気 浄 化 機 能 の あ る 森 ]
3) [ 快 い 情 感 の 得 ら れ る 景 観 ]
4) [ 豊 か な 森 ]
5) 動 植 物 の 棲 め る 森 ]
6) [ 山 の 幸 が と れ る 森 ]
川 ・ 湖 の キ ー ワ ー ド
1 ) 水 泳 や 川 遊 び の で 、 き る 川 ・ 湖 ]
2) [ 快 い 情 感 の 得 ら れ る 景 観 ]
3) [ 釣 り の で き る 川 ・ 湖 ]
4) 
川 ・ 湖 の キ ー ワ ー ド
[ 水 泳 や 水 遊 び の で き る 川 ・ 湖 ]
[ 快 い 情 感 の 得 ら れ る 景 観 ]
[ 釣 り の で き る 川 ・ 湖 ]
[ 魚 の 棲 む 川 ・ 湖 ]
環 境 の 質 ( 要 素 )
植 物 の 量
植 物 の 種 類 ( 多 様 性 )
森 林 の 景 観
水 の に ご り
川 ・ 湖 の 水 質
レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場
( [ 魚 の 棲 む 川 ・ 湖 ] は [ 釣 り の で き る 川 ・ 湖 ] と 同 義 と 考 え る )
図 3 -2 1 0 の キ ー ワ ー ド と 対 応 す る 環 境 の 質 ( 要 素 )
そ れ ぞ れ の 環 境 の 質 に 対 す る 指 標 は 、 次 の 通 り で あ る 。 1) r森 林 の 景 観 J の 変 化 は 、
森 林 面 積 の 残 存 % お よ び 回 復 に 要 す る 年 数 を 指 標 と し た 。 後 者 に つ い て は 、 PnET-CN
モ デ ル を 用 い て 伐 採 後 の バ イ オ マ ス 量 の 変 化 を 計 算 し 、 そ れ に 基 づ い て 森 林 の 回 復 に
要 す る 年 数 を 計 算 し た 。 2) r植 物 の 量 」 の 変 化 は 、 植 物 バ イ オ マ ス 量 を 指 標 と し 、 PnET-CN
モ デ ル を 用 い て 計 算 し た 。 3) r植 物 の 種 類 」 の 変 化 は 、 植 生 多 様 性 を 指 標 と し 、 モ デ
ル で は 出 力 で き な か っ た た め 、 樹 木 等 の 種 類 に 関 す る 現 地 調 査 の 結 果 か ら 推 定 し た 。 4)
「 森 林 浴 な ど の レ ク リ エ ー シ ョ ン J へ の 影 響 は 、 森 林 の 伐 採 面 積 を 指 標 と し た 。 た だ 、
し 、 モ シ リ ウ ン ナ イ 川 ・ 赤 石 川 | 流 域 と ブ ト カ マ ベ ツ J1 流 域 は 、 実 際 に 、 人 々 の レ ク リ
エ ー シ ョ ン の 場 と な っ て い る の に 対 し て 、 泥 川 流 域 は そ う で は な い 。 し た が っ て 、 泥
川 流 域 の 伐 採 は 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン に は 影 響 し な い と し た 。 5) r濁 り 水 」 の 発 生 は モ
デ ル で 、 は 出 力 で 、き な か っ た た め 、 伐 採 後 に と り う る 渓 畔 林 残 置 幅 を 指 標 に し た 。 具 体
的 に は 、 24 の 森 林 伐 採 パ タ ー ン そ れ ぞ れ に つ い て 、 伐 採 後 に 残 置 で き る 渓 畔 林 幅 を G I S
デ ー タ を 用 い て 求 め 、 O m 、 3 0 - 1 0 0 m 、 1 0 0 m 以 上 の 3 段 階 と し た 。 6) r川 や 湖 の 水 質 」
の 変 化 ( 悪 化 ) は 、 伐 採 に よ る 植 物 プ ラ ン ク ト ン (Ch l. a) の 増 加 量 、 お よ び 、 朱 鞠 内
湖 全 体 の N 0
3
濃 度 を 指 標 に し た 。 こ れ ら の 指 標 は 、 降 雨 流 出 モ デ ル 、 お よ び 、 湖 内 の
水 の 流 動 を 計 算 す る 流 動 モ デ ル と 湖 内 の 物 質 循 環 を 計 算 す る 生 態 系 物 質 循 環 モ デ 、 ル を
結 合 し た 湖 沼 モ デ ル に よ り 計 算 し た 。
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表 3・ 3
各 シ ナ リ オ に お け る 5 つ の 環 境 の 質 の 変 化 予 測 と 水 準
" ， ー ン
環 環 の
「 蒜 梓 浴 な ど の レ ヲ
『 濁 り 氷 J rJI や 湖 の 水 質 』
1 0  対 . . 涼 場 斑 蟻 面 積 伐 f{Z凶 面 } 積 伐 !J樹 種
リ エ ー シ ョ ン 』
(kJ¥) (kJ¥ )  
水 準
C hl. a  
N 0 3 -
/ 1  (m .r-N / I  
r.: L  
100 
10 - 15 0 .1  
ブ ト カ マ ベ ツ 4 0 .8 6  0 .8  
針 葉 樹
9 8  
" . ' 1 、
" 響 な し
> 1 ∞m  
重 化 な 1 - 1 1 ' 化 な し
ブ ト カ マ ベ ツ 4 0 .8 6  4  針 葉 樹 9 0 .2  
. 少
能 書 立 L > 1凹 m 重 化 立 し
極 微 増
4  
泥 川 3 6 .09 0 .8  
針 薫 樹 9 1 .8  
" . ' 1 、
彫 響 な し > 1凹 m
置 化 立 し 藍 化 t.;l，.
5  
淀 川
3 6 .0 9  4  
針 葉 樹
8 8 .9  
94 .3  
最 1 >
" 響 な し
> 3助 制 直 化 ヰ し
極 徴 2 ・
6  赤 石 川 2 0 .19 0 .8  
針 葉 樹
9 6 .2  9 8 .1  
" . '1 、
" 響 な し
> 1回 m 2 - 3増
E 化 な し
7  車 石 川 2 0 .19 
4  
針 薫 樹
8 0 .8  
9 0.1  B匝 少
影 響 あ り
。
2 - 3増 極 微 増
"j ト カ マ ベ ツ 4 0 .8 6  
0 .8  
広 葉 樹 9 8  91 .6  
" . ' 1 、
彫 響 立 し
> 1田 m
重 化 年 1 - 11'化立 L
9  ブ ト カ マ ベ ツ 4 0 .8 6  
4  広 葉 樹 9 0 .2  8 8 .2  
議 少 彫 響 立 し
) 1 0 0 m  
置 化 な し
極 微 噌
10 ブ ト カ マ ベ ツ 4 0 .8 6  
2 0  広 薫 樹 5 1.1 
4 0.8  大 き 〈 誠 1 >
ー 障 害 あ り
> 3ω 守、 置 化 な し 0 .2-() .3  
1  淀 川 3 6 .0 9  0 .8  広 葉 樹
9 7 .8  
91 .3  
" . ' 1 、
" 響 な し
> 1伺 m
E 化 な 1 - lI' itな L
12 
定 川 3 6 .0 9  
4  広 義 樹
8 8 .9  
8 6 .2  
. 1 >  
彫 響 主 L
> 1凹 m 藍 化 年 L 極 微 増
13 
淀 川
20 .19 2 0  広 葉 樹 4 4 .6  3 1.1 大 曹 〈 滅 1 >
彫 響 あ り
o  置 化 主 L
0 .2-().3 
14 赤 石 川 2 0.19 0 .8  広 葉 樹 9 6 .2  95 .5  
" . 小
影 響 な し
) I O O m  
2 - 3嶋
査 化 な し
15 赤 石 川 2 0.19 4  広 葉 樹 8 0 .8  11. 5  
滅 1 >
" 響 あ り
) 1 0 0 m  
2 - 3嶋 極 微 増
16 ブ ト カ マ ベ ツ 4 0.86 
0 .8 :I交 9 8  9 8  
" . ' 1 、
影 響 な し > I O O m  藍 化 立 し 重 化 な し
11 ブ ト カ マ ベ ツ 4 0 .86 
4  
:I交 9 0 .2  9 0.2  減 1 >
影 響 な し
) l 0 0 m  
重 化 な し
樋 微 増
18 "j ト カ マ ベ ツ 40 .8 6  20 
混 交
5 1.1 5 1. 2  大 曹 〈 減 少
影 響 あ り > 1凹 m




36 .0 9  0 .8  混 主 91 .8  91 .8  
" 響 小
".t.1-
) l 0 0 m  
E 化 な 1 - 1 1 ' 化 立 し
20 泥 川 36 .0 9  
4  
:I交 8 8 .9  8 9  
濡 1 >
影 響 立 し
) 1 0 0 m  
置 化 な し
極 微 増
21 淀 川 36 .09 2 0  混 宜
4 4 .6  4 4 .8  大 き 〈 滅 1 > 能 書 官 L
> 3 0 m  
藍 化 な し 0 .2-().3  
22 
捧 石 川 20 .19 
0 .8  
理 主
9 6 .2  96 .2  膨 響 '1 、
" 響 立 し
> 1 ∞m  
2 - 3地
藍 化 立 し
23 
審 石 川 20 .19 
4  
:l 宜
8 0 .8  
8 1. 2  
滅 1 >
， 障 害 あ り
> 1田 m
2 - 3 増 樋 微 増
24 
赤 石 川
20 .19 2 0  
，  
3 .8  5 .8  大 き < . 1 >
大 膨 響 あ
。
2 - 3 泊 0 .2-() .3  
表 3・ 4 集 約 後 の 7 シ ナ リ オ
環 境 の 質 へ の 影 響 の 大 き さ
対 応 す る
森
)1 1  
シ ナ リ オ

















2 .4 .8 .1 1  
大 大
景 観 は そ れ ほ ど 変 化 し な い が 、 濁 水 が 出 る 。 植 物 の 種 類 と 量
16.19 
は 滅 り 、 数 年 間 は 雨 で 川 や 湖 の 水 が 濁 る 可 能 性 が あ る 。
2  
3 .9 . 12 . 1  
大
ほ と ん ど 変 化 な し 。 植 物 の 種 類 と 量 が 減 る 以 外 、 影 響 は な い 。
7 .20 
3  6 .4 .22 
大
ほ と ん ど 変 化 な し 。 川 や 湖 に プ ラ ン ク ト ン が 憎 え る 可 能 性 が
あ る 以 外 、 影 響 は な い 。
大 き な 影 響 が 出 る が 、 森 林 浴 は 可 能 。 森 林 の 面 積 は 減 少 し 、
4  7 . 10.24 
大 大 大 大
植 物 の 種 類 や 量 も 減 少 す る 。 数 年 聞 は 、 雨 で 川 や 湖 が 濁 り 、
見 た 目 に は 分 か ら な い が 、 川 や 湖 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン が 憎 加
す る 可 能 性 が あ る 。 森 林 の 原 状 回 復 に は 30 年 程 度 か か る 。





物 の 種 類 や 量 も 減 少 す る 。 森 林 浴 に 利 用 で き る 森 も 減 る 。 見
た 目 に は 分 か ら な い が 、 川 や 湖 の 縞 物 プ ラ ン ト ン が 培 加 す る
可 能 性 が あ る 。
最 も 景 観 が 変 化 す る 。 森 林 の 面 積 、 植 物 の 種 類 や 量、 森 林 浴
6  15 . 18 .23 
大 大 大 大
大
に 利 用 で き る 森 が 減 少 す る 。 数 年 間 は 雨 で 川 や 湖 が 濁 り 、 見
た 目 に は わ か ら な い が 、 川 や 湖 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン が 増 加 す
る 可 能 性 が あ る 。 森 林 の 原 状 回 復 に は 30 年 程 度 か か る 。
7  
全 く 影 響 が な い 。 無 伐 採 。
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2. 調 査 概 要
開 発 し た シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト を 、 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に つ い て の 意 識 調 査 」 と
い う タ イ ト ル で 、 北 海 道 幌 加 内 町 に て 実 施 し た 。 調 査 実 施 に あ た っ た の は 、 永 田 素 彦 、
大 川 智 船 で あ る 。 調 査 対 象 は 、 幌 加 内 町 ( 調 査 時 人 口 1 ，8 4 5 人 ) 在 住 の 2 0 歳 か ら 7 9
歳 ま で の 男 女 で あ り 、 幌 加 内 町 住 民 基 本 台 帳 か ら 2 8 9 名 を 無 作 為 抽 出 し た 。 実 施 時 期
は、 2 0 0 7 年 10 月 下 旬 か ら 11 月 上 旬 、 調 査 方 法 は 、 郵 送 調 査 で 、 あ っ た 。 質 問 紙 の 回 収
率 は 、 5 6 . 4 % で あ っ た が 、 コ ン ジ ョ イ ン ト 設 問 の 有 効 回 答 数 は 1 0 8 、 回 収 数 に 対 す る
有 効 回 答 率 は 6 6 . 6 犯 で 、 あ っ た 。
質 問 票 は 、 朱 鞠 内 湖 上 流 の 森 林 伐 採 に よ る 周 辺 環 境 へ の 影 響 へ の 意 見 を 問 う コ ン ジ
ョ イ ン ト 設 問 を 中 心 に 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 や 地 球 環 境 問 題 に 関 す る 広 範 な 態 度
や 活 動 経 験 を 問 う も の で 、 あ っ た ( 表 3 - 5 )。 コ ン ジ ョ イ ン ト 設 問 に つ い て は 、 回 答 の
仕 方 と 、 森 林 伐 採 に よ る 各 環 境 の 質 へ の 影 響 の 大 き さ を 、 わ か り や す く 説 明 す る こ と
を 心 が け た 。 ま た 、 環 境 の 質 へ の 影 響 の 程 度 が 自 然 科 学 的 な 手 法 で 予 測 さ れ た も の で
あ る こ と 、 提 示 し た シ ナ リ オ ( 環 境 の 質 の 変 化 の 組 み 合 わ せ ) の 望 ま し さ に 客 観 的 な
正 解 は な い こ と を 、 強 調 し た 。 ま た 、 無 用 の 誤 解 を 防 ぐ た め に 、 森 林 伐 採 は あ く ま で
も 仮 の 話 で あ り 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 で そ の よ う な 伐 採 計 画 が あ る わ け で は な い こ と も 強 調
し た 。 ( 調 査 票 は 、 巻 末 の 資 料 2 に 掲 載 。 )
な お 、 こ の 調 査 の 質 問 票 は 、 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト が 2 0 0 7 年 10 月 - - -1 月 に 実 施 し
た 全 国 調 査 「 森 、 川 、 湖 の 環 境 に 関 す る 意 識 調 査 」 の 質 問 票 を も と に 作 成 し た 。 こ の
全 国 調 査 は 、 日 本 の 1 0 9 の 一 級 水 系 か ら 8 水 系 を 抽 出 し 、 そ れ ぞ れ の 上 流 地 域 と 下 流
地 域 に あ る 市 町 村 に 在 住 す る 20-----79 歳 の 男 女 を 無 作 為 抽 出 し て 行 わ れ た 。 ( 配 布 数
12 ， 4 0 0 、 有 効 回 収 数 4 ， 7 0 9 、 回 収 率 3 8 . 0 弘) 。 両 者 の 主 な 違 い は 、 全 国 調 査 で は 「 日 本
国 内 の 森 」 に つ い て 質 問 し た の に 対 し て 、 幌 加 内 調 査 で は 、 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 森 J と 特
定 し て 回 答 を 求 め た 点 で あ る 。





問3(ア)"'(ウ) [幼少時] 身近な森、 川・湖、田畑への距離





















問 22(1) [本人] 農業、林業、漁業従事の有無
問 22(2) [家族] 農業、林業、漁業従事の有無
問 23 山林所有の有無
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3. 調 査 結 果
( 1  ) コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 結 果
問 10 の 回 答 結 果 を 用 い て 、 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 を お こ な っ た 。 た だ し 、 分 析 に 使 用
し た の は 問 10 の 8 問 全 て に 回 答 し た 回 答 者 の デ ー タ の み で あ る 。 さ ら に 、 8 問 全 て に
つ い て 一 貫 し て 「 環 境 が 悪 化 す る j シ ナ リ オ を 選 択 し て い た 人 は 、 教 示 を 誤 解 し て い
た も の と み な し 、 分 析 対 象 か ら あ ら か じ め 除 外 し た 。 結 果 と し て 、 104 名 分 の デ ー タ
を 使 用 し た 。
コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 の 結 果 、 5 つ の 環 境 の 質 そ れ ぞ れ の 部 分 効 用 値 は 、 表 3-6 の よ
う に な っ た 。 「 森 の 景 観 J 以 外 の 4 つ の 環 境 の 質 に つ い て は 、 係 数 の 符 号 が 負 で あ っ た 。
係 数 の 符 号 が 負 で あ る こ と は 、 そ の 環 境 の 質 の 変 化 が 好 ま れ て い な い こ と を 示 し て い
る 。 係 数 の 大 き さ を 見 る と 、 「 川 ・ 湖 の 水 質 」 の 悪 化 が 最 も 強 く 懸 念 さ れ て お り 、 次 い
で 「 植 物 の 種 類 と 量 」 の 変 化 が 懸 念 さ れ て い る こ と が わ か る 。 な お 、 「 森 林 の 景 観 J の
部 分 効 用 値 の 符 号 が 正 に な っ た こ と は 、 予 想 外 の 結 果 で 、 あ っ た 。 こ の こ と は そ の ま ま
解 釈 す れ ば 、 森 林 の 景 観 を 変 化 を 人 々 が 好 ま し い と 考 え て い る こ と を 意 味 し て い る 。
こ れ に つ い て は 考 察 で 触 れ る 。
全 国 調 査 の 結 果 と 比 較 し て み る と 、 全 国 調 査 で も 幌 加 内 調 査 と 同 じ 方 向 性 の 結 果 が
得 ら れ て い る 。 た だ し 、 幌 加 内 町 で は 、 特 に 、 「 川 ・ 水 の 水 質 J や 「 植 物 の 種 類 と 量 J
の 変 化 へ の 懸 念 が 大 き い こ と が 読 み 取 れ る 。 ま た 、 「 森 林 の 景 観 」 の 部 分 効 用 値 が 正 で
あ る こ と も 、 両 者 で 共 通 し て い た 。 (表 3-7 、 図 3-4)
次 に 、 表 3-7 の 部 分 効 用 値 を も と に 、 各 シ ナ リ オ に 対 す る 相 対 的 な 支 持 率 を 算 出 し
た ( 表 3-8) 。 算 出 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 各 シ ナ リ オ に つ い て 、 水 準 が 「 大 J
で あ る 環 境 の 質 の 部 分 効 用 値 を 足 し 合 わ せ 、 そ の 指 数 を と っ た 。 次 に 、 各 シ ナ リ オ の
指 数 を 、 す べ て の シ ナ リ オ の 指 数 を 足 し 合 わ せ た も の で 害 IJ り 算 し 、 そ の 数 値 を シ ナ リ
オ の 支 持 率 と し た 。
表 3-9 か ら わ か る よ う に 、 す べ て の 環 境 の 質 の 変 化 が 「 小 J で あ る シ ナ リ オ 7 が、
4 1 % の 支 持 を 得 た 。 そ れ 以 外 で は 、 シ ナ リ オ 2 の 支 持 率 が 相 対 的 に 高 か っ た 。 シ ナ リ
オ 2 は 、 懸 念 の 程 度 が 最 も 高 か っ た 「 川 ・ 湖 の 水 質 」 の 変 化 水 準 が 「 小 j で あ る シ ナ
リ オ で あ る 。 ま た 、 シ ナ リ オ 7 を 除 い て 再 計 算 し た と こ ろ 、 シ ナ リ オ 2 が 2 9 % 、 シ ナ
リ オ 1 が 2 1 % 、 シ ナ リ オ 3 が 1 9 % の 支 持 率 と な っ た 。 傾 向 と し て は 、 r) 1 ・ 湖 の 水 質 」
や 「 植 物 の 種 類 と 量 」 の 変 化 が 小 さ い シ ナ リ オ 、 変 化 の 大 き い 環 境 の 質 が 少 な い シ ナ
リ オ が 好 ま れ て い る こ と が わ か る 。 こ の よ う に 、 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 を 用 い る こ と で 、
環 境 の 質 の 問 の ト レ ー ド オ フ を 含 む よ う な シ ナ リ オ が 、 人 々 の 間 で ど の 程 度 支 持 さ れ
る の か を 定 量 的 に 示 す こ と が で き る 。
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表 3-6 5つの環境の質の部分効用値
環境の質 部分効用倍 t -stat p value 
森の景観 0.673 3.228 く0.01
植物の種類・量 -1.0375 -7.543 く0.01
森林浴 -0.233 -1.403 ns 
濁り水 -0.5205 -4.47 く0.01










図 3-4 部分効用値の比較(幌加内 ・全国)
表 3-8 シナリオ支持率の比較(幌加内・ 全国)
シナリオ1シナリオ2シナリオ3シナリオ4シナリオ5シナリオ6シナリオ7
森の景観 大 大 大
植物 大 大 大 大 大
森林浴 大 大
濁り水 大 大 大
川・湖の水質 大 大 大 大
支持率 I幌全加国内 10.4免 4.1切 10.0% 17.5% 5.5% 3.3% 49.3% 
16.1九 10.6% 10.4弘 15.7% 6.7% 6.8切 33.7九
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( 2 ) 単 純 集 計
こ こ で は 全 て の 質 問 項 目 に つ い て 、 単 純 集 計 の 結 果 を 提 示 す る 。
問 1 あ な た は 、 朱 鞠 内 湖 へ 行 っ た こ と が あ り ま す か 。 つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ
と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
有 効
欠 損 { 直
合 計
1ま lま 毎 B 行 っ て い る
月 に 数 回 程 度
年 に 数 回 程 度
1. 2 回 行 っ た こ と が あ る 程 度
行 っ た こ と は な い










ハ 一 セ ン ト
1 2 %  
12.9% 
60 .1 %  





朱 鞠 肉 湖 へ 行 っ た こ と が あ る か
ほ ほ 毎 日 行 つ
年 に 般 国 担
置
問 2 あ な た は 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に つ い て 、 全 体 と し て 満 足 し て い ま す か 。 そ れ と も 不





ど ち ら か と い え ば 満 足
ど ち ら と も い え な い
ど ち ら か と い え ば 不 満
不 満










12 .9 %  
朱 鞠 肉 湖 周 辺 の 自 然 濁 墳 に 満 E し て い る か
42 .9 %  
ど ち ら か ι 、 不 潰
35 .0九
7.4 %  
0 .6 %  
98 .8 %  
1 2 %  
100 .0 %  
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問 4 あ な た の 現 在 の お 住 ま い か ら 、 ど れ く ら い の 距 離 に 森 が あ れ ば 「 身 近 J と 感 じ ま す か 。 実 際
に あ る か ど う か に か か わ ら ず お 答 え く だ さ い 。 ま た 、 川 や 湖 、 田 や 畑 に つ い て は ど う で し ょ う か 。 そ
れ ぞ れ に つ い て 、 あ な た の 感 覚 に も っ と も 近 い も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
(ア ) :皐 近 と 零 じ 針 E盤 i森 i




2 0 0 m 以 内 徒 歩 3 分
1 8  
1 1.0 お
l k m  以 内 徒 歩 1 5 分
7 3  
4 4 .8 九
:E  
4 k m 以 内
41 2 5 2 九
1 0 k m 未 満
1 3  
8.0 ~'。




わ か ら な い




合 計 1 5 4  94.5 %  
園 2 0 0 m 以 内 徒 歩 3 分 ・ 1 k m 以 内 徒 歩 15 分
欠 損 { 直 9  
5 .5覧
ロ 4 k m 以 内 ロ 10 k m未 満
合 計 1 6 3  
100.0 %  
- 1 0 k m 以 上 園 わ か ら な い
(イ ): 呈近と審じゑ~盤u!!.:温 j
度 数
ハ 一 セ ン ト
有 効
2 0 0 m 以 内 徒 歩 3 分
2 0  
12.3% 
1 k m  以 内 徒 歩 1 5 分
9 0  
5 5 .2 %  
4 k m 以 内
2 4  14 .7 九
1 0 k m 未 満
9  5. %  
1 0 k m 以 上
6  
3 .7 %  
わ か ら な い
3  
1.8 %  
合 計 1 5 2  
9 3 .3 %  
欠 損 値 11 
6 .7 %  
合 計
1 6 3  
1 0 0 .0 %  




2 0 0 m 以 内 徒 歩 3 分
6 7  4 1.1 九
1 k m 以 内 徒 歩 1 5 分
6 5  
39.9 お
4 k m 以 内
13 
8.0 覧
1 0 k m 未 満
3  
1.8 %  
1 0 k m 以 上
3  
1.8 九
わ か ら な い
2  
1.2 %  
合 計
1 5 3  
93.9 %  
欠 損 値 1 0  
6 .1句
合 計
1 6 3  
1 0 0 .0 %  
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問 6 環 境 を ま も る た め に 、 さ ま ざ ま な 活 動 が お こ な わ れ て い ま す 。 あ な た は 、 つ ぎ の ( 1 ) - ( 4 ) に
あ げ た 活 動 へ の 参 加 に つ い て ど の よ う に お 考 え で 、す か 。 そ れ ぞ れ に つ い て 、 あ な た の 考 え に も っ
と も 近 い も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
( 1 ) : 森 で の ボ ラ ン テ ィ ア
有 効 参 加 し た い し 機 会 ・ 余 絡 も あ る
参 加 し た い が 機 会 ・ 余 裕 が な い
機 会 ・ 余 絡 は あ る が 参 加 し た く な い
機 会 ・ 余 裕 が な い し 参 加 も し た く な い
わ か ら な い
合 計




9 .2 %  
1 0 2  
62.6 お
11 




6. 1 %  




1 6 3  
100.0 %  
(2 )  : 川 ・ 湖 で の ボ ラ ン テ ィ ア
有 効 参 加 し た い し 機 会 ・ 余 絡 も あ る
参 加 し た い が 機 会 ・ 余 絡 が な い
機 会 ・ 余 絡 は あ る が 参 加 し た く な い
機 会 ・ 余 絡 が な い し 参 加 も し た く な い






2 4  
14.7% 
101 
62.0 %  
5  





1 5 8  
9 6 .9 %  
5  3.1 %  
1 6 3  100.0% 
(3 )匝 ・ 畑 で の ボ ラ ン テ ィ ア
有 効 参 加 し た い し 機 会 ・ 余 裕 も あ る
参 加 し た い が 機 会 ・ 余 裕 が な い
機 会 ・ 余 裕 は あ る が 参 加 し た く な い
機 会 ・余 絡 が な い し 参 加 も し た く な い
わ か ら な い
合 計
? ?? ?? ?
度 数
ハ '一セント
2 5  
15.3 九
7 3  
4 4 .8 お
18 
1 1.0 お
2 2  
13 .5 %  
18 
1 1.0 %  
1 5 6  
9 5 .7 %  
7  4.3% 
1 6 3  
100.0 句
(4 ) 環 境 保 全 へ の 資 金 協 力
度 数 ハ 百一セント
有 効 参 加 し た い し 機 会 ・ 余 絡 も あ る 5 3  3 2 .5 句
参 加 し た い が 機 会 ・余 絡 が な い 67 4 1.1 %  
機 会 ・ 余 絡 は あ る が 参 加 し た く な い 4  2.5 お
機 会 ・ 余 裕 が な い し 参 加 も し た く な い










95.1 %  
4.9 お
1 6 3  100.0 九
8 7  
轟 で の ポ ラ ン
予 イ ア
川 l 湖 で の ボ
ラ ン テ イ ア
回 ・ 畑 で の ボ
ラ ン テ イ ア
環 境 憧 圭 へ の
賞 金 協 力




0 ¥  2 0 %  4 0 ¥  6 0 ¥  8 0¥  1 0 0 ¥  
・ . 加 し た い し 鎗 会 余 絡 も あ る ・ ， 加 し た い が a・ 会 ー 余 裕 が な い
自 償 金 ・余 裕 は あ る が ・ 加 し た 〈 な い ロ 鎗 金 余 裕 が ら 1 、 し ・ 加 も し た 〈 な い





有効 森でのボランティア 7 4.3% この一年で参加したボランティア活動
川や湖でのボラン子ィア 20 12.3% 轟でのボランテイア
回や畑でのボランティア 14 8.6% 川や湖でのポラン予イア
環境保全への資金協力 34 20.9% 田や畑で由ボランティア
その他 15 9.2% 
特にない 89 54.6% 
貴金也力




0.0¥ 10.0¥ 20.0¥ 30.0¥柑師 50凹印師
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問 8 森 に は 、 木 材 な ど の 生 産 だ け で な く 、 災 害 防 止 や 水 質 浄 化 、 二 酸 化 炭 素 の 吸 収 に よ る 地 球
温 暖 化 の 防 止 な ど 、 さ ま ざ ま な 働 き が あ り ま す 。 伐 採 な ど の 手 入 れ を せ ず 放 置 す る こ と は 、 森 が
持 つ 働 き を 妨 げ る こ と も あ り 、 森 の 環 境 に と っ て よ い と は 限 り ま せ ん 。 あ な た は 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の
森 を 次 の ( 1 ) - ( 3 ) の よ う な 目 的 で 伐 採 す る と し た ら 、 賛 成 で す か 、 そ れ と も 反 対 で す か 。 あ な た
の 考 え に も っ と も 近 い も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
(1) :木 材 や 林 産 物 な ど の 森 林 資 源 を 利 用 す る た め
の 伐 採
度 数
ハ 一 セ ン ト
有 効
賛 成
9  5. %  
ど ち ら か と い え ば 賛 成
37 22.7 %  
ど ち ら と も い え な い
35 21.5 %  




37 22.7%  
合 計
161 98 .8%  
欠 損 値 2  
1. 2%  
合 計
163 100.0%  





26 16 .0%  
ど ち ら か と い え ば 賛 成
49 30.1%  
ど ち ら と も い え な い
34 20 .9%  
ど ち ら か と い え ば 反 対
26 16 .0%  
反 対
27 16.6 %  
合 計
162 99.4%  
欠 損 値 0 .6%  
合 計
163 100.0%  






8 .6%  
ど ち ら か と い え ば 賛 成
38 23.3 %  
ど ち ら と も い え な い
40 
24 .5%  
ど ち ら か と い え ば 反 対
35 21.5 %  
反 対
33 20.2%  
合 計
160 98 .2%  
欠 損 値
3  1. 8%  
合 計
163 100.0%  
8 9  
轟 林 責 源 利 用
森 林 環 損 保 全
地 琢 温 暖 化 対
策
伐 採 目 的
開 2凹 4 四 6倒 8 崎 川 鴻
- 賛 成
田 ど ち ら と も い え な い
・ 反 対
- ど ち ら か と い え ば 賛 成








有効 非常に気になる 65 39.9" 
やや気になる 72 44.2% 
どちらともいえない 13 8.0% 
それほど気にならない 9 5.5% 
全く気にならない 0.6% 
合計 160 982 ~o 
欠損値 3 1 .8 ~o




















有効 非常に気になる 96 58.9% 
やや気になる 43 26.4% 
どちらともいえない 10 6.1弘
それほど気にならない 10 6.1% 
全く気にならない 0.6% 
合計 160 98.2% 
欠損値 3 1.8% 




有効 非常に気になる 97 59.5叫
やや気になる 38 23.3% 
どちらともいえない 17 10.4% 
それほど気にならない 5 3.1% 
全く気にならない 2 1.2% 
合計 159 97.5% 欠損値
合計 163 100m. 欠損値 4 2.5% 
(ウ):レクリエー ション活動への影響
度数 ハ一セント
有効 非常に気になる 37 22.7'， 
やや気になる 81 49.7'， 
どちらともいえない 22 1 35 ~， 
それほど気にならない 20 1 2 .3 ~， 
全く気にならない 0.6'， 
合計 161 98.8'o 
欠損値 2 12'. 
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問 9 上 記 の ( ア ) - ( オ ) 以 外 で 、 特 に 気 に な る と 思 わ れ る 環 境 変 化 が あ れ ば 、 具 体 的 に お 書 き
下 さ い 。
特 に 気 に な る 環 境 変 化
有 効 記 入 な し




? ? ? ? ?
?





















自 由 記 述 (一 部 原 文 の ま ま 〉
[ 動 値 物 に 関 す る 記 述 ]
- 朱 鞠 内 j胡 及 び 流 入 j司 川 や 下 流 濁 川 の 魚 類 等 へ の 影 響
舗 の 中 の 魚 の 種 類 と 量
司 川 の 堤 防 の 建 設 や 整 備 に よ っ て 、 そ こ に す ん で い る 魚 や 虫 が 減 っ た
. 森 林 内 に 生 息 す る 動 物 の 種 類 と 量 の 変 化
- 毘 虫 な ど の 変 化
・ 森 に 生 育 し て い る 動 物 達 へ の 影 響
. 外 来 種 の 値 物 ・ 動 物 の 増 加
- シ 力 が ふ え す ぎ て 本 当 に こ ま り ま す 。 私 の 家 ち 野 菜 が 作 れ な い く ら い 被 害 に あ っ て い ま す 。
- 森 の 木 を 伐 る 揚 合 、 枯 れ 木 や 空 洞 に な っ た 木 を 伐 り ま す が そ れ ら の 木 は キ ツ ツ キ や 工 ゾ リ ス の 住 家
を な く し て し ま い ま す 。 木 材 と し て は 不 用 な 物 か も 知 れ ま ぜ ん が 生 物 た ち に と っ て は 大 切 な 住 家 な の
で す 。 近 年 そ れ ら の 生 物 が 大 変 少 な く な り ま し た 。 非 常 に 寂 し く 思 い ま す 。
[ 機 能 に 関 す る 記 述 ]
. 保 水 能 力
・ 水 害 の 発 生
•  i司 川 災 害
・ 土 砂 の 流 出 な ど 、 災 害 が 起 こ る 期 聞 が 発 生 し て し ま う の で は な い か (森 林 伐 採 後 次 の 木 々 が 成 長
す る ま で の 間 〉
- 土 砂 流 出 が ダ ム 機 能 に 影 響 を 与 え な い か
- 雨 量 が 少 な い 年 ( 年 々 、 雨 の 量 が 少 な く な っ て き て い る 〉 は 湖 の 水 が か な り 少 な く な る の で 木 を
切 っ て し ま う と な く な っ て し ま う の で は な い か と 山 配 。 幌 加 内 町 は 山 が 近 く 、 木 々 に 固 ま れ て い て 自
然 環 境 に は 恵 ま れ て い る よ う に 男 え ま す が 、 実 際 雨 が 降 ら な い 日 が 続 く と か な り 生 活 に 影 響 が 出 て き
ま す 。 せ っ か く 貯 水 で き る 環 演 が あ る の だ か ら 、 み す み す 、 そ の 環 境 を こ わ す 僚 な こ と が あ っ て は な
ら な い と 思 う 。 特 に 尊 い 命 を た く さ ん 奪 つ 疋 湯 所 な の で 、 な お さ ら 恩 に 報 い る た め に も 守 っ て い か な
く て は な ら な い と 思 う 。
・ 朱 鞠 内 j胡 の ダ ム が j来 援 す れ ば 、 私 の 住 む 町 の 南 の 端 の 沼 牛 地 域 ま で も が 半 日 の う ち に 水 没 レ て し ま
う と い う 話 を 聞 い た こ と が あ る 。 事 実 で は な い か も し れ な い が 、 近 年 の 他 地 域 で の 土 砂 災 害 等 の 被 害
の す さ ま じ さ を 見 る と 、 災 害 と も い え る が 人 が 作 っ た 人 災 と も 思 え る も の も 多 い よ う に 思 う 。 そ う い
う 観 点 か ら 、 森 林 の 伐 採 に よ る 川 へ の 影 響 と 水 の 質 の 問 題 に は 非 常 に 関 山 が あ り ま す 。 そ う な つ だ 揚
合 に 悪 影 響 が 大 き い と 思 う の で 自 分 の 生 活 に 直 後 関 わ っ て く る 面 も ω配 で す 。
[ そ の 他 ]
・ 近 年 、 単 時 間 雨 量 が 多 く な っ て き た 。
. 十 獄 年 来 ア オ コ の 発 生 が ひ ど い
・ 朱 鞠 内 湖 か ら 送 り 出 す 雨 竜 川 の 清 流 は 、 人 聞 に た と え る と 血 液 み だ い な 役 わ り を し て い る の で 大 切
に し た い 。
- 今 ま で の 白 然 環 境 や 生 態 系 に 変 化 が 出 て 目 で 男 て 破 嬢 が 進 み 原 状 を 回 復 ま で に 何 年 ち 必 要 と な る の
で 手 を 付 け な い 様 願 い た い 。 本 州 方 面 に 行 っ て も 自 然 の 森 を 自 に す る こ と が 少 な い 。
- 自 然 と い う も の は 「 自 然 」 な の で す 。 人 間 の 手 は 必 要 な い 。











度数 118ーセント 童数 ハョ一セント
有効 A 33 20.2% 有効 A 33 20 .2 ~. 
B 34 20.9% B 16 9.8% 
C 60 36 .8 ~， C 80 49.1'; 
合計 127 77.9% 合計 129 79.1% 
欠損値 36 22.1% 欠損{直 34 20.9出
合計 163 1000% 合計 163 100.0当
問10(2) 問10(6)
度数 ハ=一セント 度数 ハ一セント
有効 A 32 19.6% 有効 A 76 46.6% 
B 71 43.6% B 32 19.6% 
C 17 10.4% C 13 8 .0 ~. 
合計 120 736j， 合計 121 74.2百
欠爆値 43 26.4九 欠損{直 42 25.8% 
4ロ』昏Eム1 163 100m. dロ~・H 163 100.0% 
問10(3) 問10(7)
度数 ハ、一セント 度数 I¥C:一セント
有効 A 75 46 .O ~o 有効 A 31 190% 
B 24 14.7見 B 75 46.0叫
C 25 15.3% C 20 12.3叫
合計 124 76.1% 合計 126 77.3% 
欠損{直 39 23.9% 欠損値 37 22.7唱
合計 163 100mb 合計 163 1000% 
問10(4) 問10(8)
度数 ハ一セント 言薮 ハち一セント
有効 A 21 12.9九 有効 A 27 16 .6 ~， 
B 35 21.5'. B 36 2.1'6 
C 63 38.7弘 C 63 38.7百
合計 19 730% 合計 126 77.3% 
欠損値 44 27.0'， 欠損{直 37 22 .7 ~o 
4ロ』吾;-ιi 163 1000'， 合計 163 1000 ~; 
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問 11 先 ほ ど の 問 10 の 質 問 に つ い て お た ず ね し ま す 。
( 1 )  (ア). . . ( オ ) の 環 境 変 化 の 説 明 は わ か り や す か っ た で 、す か 。 そ れ と も わ か り に く か っ た で す
か 。 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
度 数 ハ 一 セ ン ト
環 境 変 化 の 説 明 の わ か り や す さ
有 効
わ か り や す か っ た
9  5. %  
ま あ ま あ わ か っ た 3 5  
2 1.5 潟
ど ち ら と も い え な い 1 6  9 .8 九
や や わ か り iこ く か っ た
4 0  
2 4 .5 %  
わ か り に く か っ た
5 4  
3 3 .1 句
合 計 1 5 4  9 4 .5 %  
欠 損 値
9  
5 .5 %  
や ぷ、
. /  
え な い
合 計
1 6 3  
1 0 0 .0 %  
に 〈 か っ た
(2) お 答 え い た だ い た 問 1 0 ( 1)""" (8) の う ち 、 回 答 し に く か っ た 質 問 は あ り ま し た か 。 つ ぎ の
中 か ら 、 回 答 し に く か っ た 質 問 の 番 号 に い く つ で も O を つ け て く だ さ い 。 ( M . A )
産 数 ハ ‘一セン ト
回 答 し に く か っ た 質 問
有 効
問 10 ( 1 )  
1 2  7 .4 %  
「ロ"1 0 ( 1 )  
問 10 (2 )  
3 1  
19.0 九
「ロ" 1 0 (2 )
問 10 (3 )
1 4  
8 .6 %  
「ロ " 1 0 (3 )
間 10 (4 )
1 9  1 1.7九
問 10 (4 )
問 10 (5 )
問 10 (5 )
1 7  
1 0 .4 句
問 10 (6 )
間 10 (6 )  
3 8  
2 3 .3 %  
Fロ" 1 0 (7 )
間 10 (7 )
1 9  
1 1.7 お
問 10 (8 )
問 10 (8 )
3 5  2 1.5 九
% = 度 数 .: 16 3  ([01答 者 数 ) x  1 ∞  
0 .0 %  
5 .0首 1 0 .0 也
1 5. 0 %  2 0 .0 %  
2 5 .0首
(3 ) ど ん な 点 が 回 答 し に く か っ た で す か 。 も し 回 答 し lこ く か っ た 点 が あ り ま し た ら 、 下 の 口 の 中 に
自 由 に お 書 き く だ さ い 。 ( 自 由 記 述 )
記 入 な し
記 入 あ り
合 計

















回 答 し に く か っ た 点






























E 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査
問 12 あ な た は 、 地 球 環 境 問 題 に つ い て の 知 識 や 情 報 を 、 ど の よ う な と こ ろ か ら 得 て い ま す か 。




本 ・ 新 聞 ・ 雑 誌
110 
67.5 九
テ レ ビ ・ ラ ジ オ
132 81. 0九
イ ン タ ー ネ ッ ト
23 14.1お
シ ン ポ ジ ウ ム ・ 講 演 会
10 6.1 %  
周 り の 人 か ら の 口 コ ミ
21 
12 .9先
国 や 地 方 自 治 体 の 広 報
51 31.3 お
学 校 教 育
6  
3 .7九





ど こ か ら も 得 て い な い
3  
1. 8句
見 = 度 数 -:-163 (回 答 害 数 ) x  1 ∞  
テ レ ビ ・ ラ ジ オ
本 ・ 新 聞 ・ 錐 箆
広 報
イ ン タ ー ネ ッ ト
地 蟻 ・ 聡 場 で の 活 動
口 コ ミ
シ ン ポ ジ ウ ム .11漬 会
学 校 教 育
ど ニ か ら も 得 て い な い
そ の 他
地 球 環 境 問 題 の 情 報 源
0 .0 %  2 0 .0 %  4 0 .0 叫 6 0 .0 % 8 0 . 0 %  1 0 0 0見
問 13 つ ぎ に あ げ る 8 つ の 環 境 問 題 に か か わ る 用 語 に つ い て 、 あ な た は ど れ く ら い 知 っ て い ま す
か 。 だ し た い 内 容 を 知 っ て い る 用 語 が あ れ ば し 、 く つ で 、 も O を つ け て く だ さ い 。 ( M .A.)
有 効
地 球 温 暖 化
酸 性 雨
オ ゾ ン 層 の 破 壊
京 都 E設 定 書
環 境 ア セ ス メ ン ト
エ コ ツ ー リ ズ ム
3R (3つ の R)
I P C C ( 気 候 変 動 に 関 す る 政 府 間 パ ネ ル )
度 数 ハJ 一セント
153 93 .9九




57.1 %  
42 25.8 九
37 
22 .7 %  
17 
10 .4 %  
7  4.3 %  
% = 度 数 -:-163 (岳 答 者 数 ) x  1 ∞  
環 境 問 題 に つ い て の 知 識
地 琢 温 暖 化
オ ゾ ン 層 の 破 鐘
酸 性 雨
京 都 指 定 書
環 境 ア セ ス メ ン ト
エ コ ツ ー リ ズ ム
3 R  
I P C C  
0.0% 20. 0 %  40 .0 %  60. 0 %  80.0% 100.0 %  
問 14 環 境 問 題 の 解 決 に は さ ま ざ ま な 立 場 の 人 び と が か か わ り ま す 。 つ ぎ に あ げ る 人 び と や 組
織 の う ち 、 環 境 問 題 の 解 決 に も っ と も 貢 献 す べ き だ と あ な た が 思 う の は ど れ で す か 。 あ て は ま る
も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
度 数




事 業 者 (企 業 、 産 業 界 )
116 71 .2 %  
N P O 、 N G O な ど の 市 民 団 体
126 77.3 お
政 府 ・ 地 方 自 治 体
93 
57.1 %  






わ か ら な い
17 10 .4% 
% = 度 数 -'-163 l回 答 者 数 ) x  1 ∞  
9 5  
環 境 問 題 の 解 決 に 貢 献 す べ き 人 ・ 組 織
市 民
市 民 団 体
事 業 者
政 府 ・ 地 方 自 治 体
研 究 ・ 教 育 機 関
そ の 他
わ か ら な い





有効 住民 36 22.1九
農林水産業事業者や組合 21 12.9お
建2宝業者(道路工事・護岸工事) 14 8.6九
町役場・道斤 68 41.7% 
大学などの研究・教育機関 1 6.7% 
観光客 20 12.3九














0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 
E 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査
問 16 つ ぎ の ( ア ) . . . . . . ( キ ) の 意 見 に つ い て 、 あ な た は そ う 思 い ま す か 。 そ れ と も そ う 思 い ま せ ん か 。
あ な た の 考 え に も っ と も 近 い も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
( ア ) :わ れ わ れ が 生 活 を あ ま り 変 え な く て も 、 科 学 が 環 境 問 題 を 解 決 す る
有 効
そ う 思 う
ど ち ら か と い え Iぎ そ う 思 う
ど ち ら と も い え な い
ど ち ら か と い え Iぎ そ う 思 わ な い














3 .1  %  
4.3お
13.5お





科 学 が 環 境 問 題 を 解 決 す る
そ う 思 う
ど ち ら か と い
え ば そ う 思
わ な い
( イ ) : 自 然 に は 、 そ れ 自 体 に 聖 な る と こ ろ 、 あ る い は 霊 的 な と こ ろ が あ る
度 数
ハ 一 セ ン ト
有 効
そ う 思 う
32 
19.6% 
ど ち ら か と い え Iま そ う 思 う
34 
20 .9九
ど ち ら と も い え な い
34 
20 .9% 
ど ち ら か と い え ! ま そ う 思 わ な い
12 
7.4 %  
そ う 思 わ な い
30 
18.4% 
合 計 142 
87.1 %  
欠 損 ( 直 21 
12.9% 
合 計 163 
100.0% 




そ う 思 う
27 
16.6お
ど ち ら か と い え lぎ そ う 思 う
39 
23.9九
ど ち ら と も い え な い
41 
25 .2お
ど ち ら か と い え lぎ そ う 思 わ な い
20 
12.3お
そ う 思 わ な い
15 







合 計 163 
100.0% 
9 7  
自 然 自 体 に 聖 な る と こ ろ ・ 霊 的 な と こ ろ
が あ る
ど ち ら か と い
え ば そ う 思
わ な い
人 聞 は 必 要 に 応 じ て 自 然 に 手 を 加 え る









そう思わない 6 3.7% 








I え.tJい 田 園画面画面遁嗣
(オ):公共の利益のためには、個人の利益が多少犠性になっても仕方ない
度数 ハー一セント
有効 そう思う 17 10.4% 
どちらかといえ!まそう思う 31 19.0% 






















有効 そう思う 13 8.0% 
どちらかといえばそう思lう 1 6.7% 
どちらともいえない 47 28.8% 
どちらかといえlぎそう思わない 23 14.1九
そう思わない 45 27.6% 
合計 139 85.3九
欠損値 24 14.7% 











有効 そう思う 37 22.7% 
どちらかといえlまそう思う 41 25.2% 
どちらともいえない 35 21.5句
どちらかといえlぎそう思わない 12 7 .4 ~o 
そう思わない 19 11.7% 
合計 144 88.3% 
欠損値 19 11.7お





E 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査
問 17 あ な た は 、 現 在 の お 宅 の く ら し む き に 満 足 し て い ま す か 。 そ れ と も 不 満 で す か 。 つ ぎ の 中
か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
度 数 ハ 一 セ ン ト






ど ち ら か と い え ば 満 足
59 
36.2お
ど ち ら と も い え な い
36 
22 .1  %  










最 後 に あ な た 自 身 の こ と に つ い て お 聞 き し ま す 。








52 .8 %  
女 性
73 
44 .8 %  
欠 損 値
4  
2 .5 %  
合 計
163 100 .0 %  
女 性
男 性
問 19 あ な た は 、 現 在 、 満 年 齢 で 何 歳 で し ょ う か 。 つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ
だ け O を つ け て く だ さ い 。
? ? ? ?





2 0 - 2 9歳
12 
7 .4 %  
2 0 - 2 9 歳
3 0 - 3 9歳
15 
9 .2 %  
4 0 - 4 9歳
28 
17 .2 %  
5 0 - 5 9歳
36 22 .1九
6 0 - 6 9歳
34 20 .9% 
、
J  4 0 - 4 9 歳
7 0 - 7 9歳
35 21. 5お
3  1.8 %  
163 100.0お







2-5年 12 7.4九 61年以上
5-10年 1 6.7包 51-60年
11-20年 9 5.5九 41-50年
21-30年 21 12.9句 31-40年
31-40年 20 12.3九 21-30年
41-50年 27 16.6% 11-20年
51-60年 21 12.9% 5-10年
61年以よ 37 22.7九 2-5年
dロb恥・n 161 98.8九 1年










中学校 51 31.3% 
高等学校 61 37.4九
短大.jij奪 22 13.5% 
大学 12 7.4% 
/ 可B 中学校























九=度数-=163 (回答者数)x 100 わからない
0.0% 20凹 40凹 60.0% 80.0% 
100 
E 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査
(2) あ な た の ご 家 族 ( 生 計 を と も に し て い る か た ) の ど な た か が 、 現 在 、 農 業 ・ 林 業 ・ 漁 業 を し て
い ま す か 。 た だ し 、 あ な た ご 自 身 の こ と は 除 き ま す 。 つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に い く
つ で も O を つ け て く だ さ い 。 ( M .A.)
有 効
農 業 を し て い る
林 業 を し て い る
漁 業 を し て い る
ど れ も し て い な い
度 数 ハ ミーセント
4 8  29.4 %  
3  
1 5 4  
1.8 %  
0 .6 %  
9 4 .5 %  
わ か ら な い 0 .6 %  
弘 二 度 数 -o 1 6 3 (回 答 者 絵 ) X 1 ∞  
農 林 水 産 業 へ の 従 事 ( 家 族 )
農 業 を し て い る
林 業 を し て い る
漁 業 を し て い る
ど れ も し て い な い
わ か ら な い
0 .0 %  2 0 .0 %  4 0 .0 %  6 0 師 8 0 .0 % 田 0 %
問 2 3 あ な た 、 あ る い は 、 あ な た の ご 家 族 は 山 林 を 所 有 し て い ま す か 。 ( 共 有 し て い る 場 合 も 含
み ま す 。 ) つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
度 数
ハー一セント
家 族 の 山 林 所 有
有 効
現 在 、 所 有 し て い る
4 4  
2 7 .0 %  
普 l立 所 有 、 現 在 1ま 所 有 し て い な い
19 1 1.7% 
昔 も 現 在 も 所 有 し た こ と は な い
7 9  
48.5 %  
わ か ら な い
15 9 .2 %  
合 計
157 
9 6 .3 %  
欠 損 値 6  
3.7 %  
合 計
1 6 3  100.0 %  





0 .6 %  
下 幌 加 内 7  4.3 九
共 栄
2  
1.2 %  
朱 鞠 肉
21 
12.9 %  
沼 牛
9  
5.5 %  
上 中晃加 内 7  
4.3 %  
振 興 4  
2 .5 %  
新 成 生
2  1.2 %  
親 和 5  
3 .1  %  
政 和 第 一 0.6 お
政 和 第 二
2  1.2 %  
大 出
0.6 %  
長 留 内
2  
1.2 %  
添 牛 肉
0 .6 %  
東 栄
0 .6 %  
平 和 13 
8.0 %  
母 子 里
8  
4 .9 %  
幌 加 内
5 6  
34.4 %  
弥 運 内
2  1.2 %  
欠 損 値 18 11.0% 
盆 計
163 
1 0 0 .0 %  










































E 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査
約 上 、 定 量 的 な 変 化 を 「 大 J r小 J 2 水 準 に 集 約 せ ざ る を え な か っ た 。 例 え ば 、 r)Iい
湖 の 水 質 J の 変 化 は 、 実 際 に は あ ま り 大 き く な い の だ が 、 相 対 的 に 「 大 J r小 J の ラ ベ
ル を 付 け た た め 、 そ の 変 化 が 回 答 者 に 過 剰 に 評 価 さ れ た 可 能 性 が あ る 。 も う 一 つ は 、
シ ナ リ オ の 現 実 性 の 問 題 で あ る 。 本 研 究 で は 、 環 境 の 質 の 自 然 科 学 的 変 化 の み を プ ロ
フ ァ イ ル に 含 め 、 伐 採 パ タ ー ン は 提 示 し な か っ た 。 が 、 現 実 の 環 境 開 発 に お い て は 、
環 境 の 質 の 変 化 だ け で な く 、 ど の よ う な 開 発 が お こ な わ れ よ う と し て い る の か 、 そ の
社 会 経 済 的 な 影 響 は ど の よ う な も の で あ る の か も 、 人 々 の 判 断 に と っ て 重 要 な 要 素 で
あ る 。 こ れ ら を 組 み 込 み つ つ 、 か っ 、 ト レ ー ド オ フ を 含 む よ う な シ ナ リ オ へ の 選 好 を
適 切 に と ら え る こ と が で き る よ う な ア ン ケ ー ト 手 法 を さ ら に 開 発 し て い く 必 要 が あ る 。
第 3 に 、 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 住 民 参 加 手 法 と し て の 利 用 可 能 性 に つ い て ふ れ て お
き た い 。 ま ず 、 こ の シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト を 繰 り 返 し て 行 う こ と に よ っ て 、 望 ま し い シ
ナ リ オ の し ぼ り こ み を 行 っ た り 、 環 境 開 発 に お い て 特 に 考 慮 す べ き 環 境 の 質 を さ ら に
特 定 し て い く こ と が で き る だ ろ う 。 た と え ば 今 回 の 調 査 で は 、 あ く ま で も 仮 想 的 シ ナ
リ オ で は あ る が 、 人 々 は 森 林 伐 採 に と も な う 朱 鞠 内 湖 や 川 の 水 質 悪 化 を 相 対 的 に 最 も
懸 念 し て い る こ と が わ か っ た 。 こ の こ と か ら 、 直 接 的 に は 、 湖 沼 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン
や N 0
3
が 増 加 し な い よ う な 伐 採 方 法 を 考 え る べ き こ と が 示 唆 さ れ る し 、 次 の ス テ ッ プ
と し て 、 「 水 質 悪 化
J
と 関 わ る よ う な 環 境 の 性 質 や 、 水 質 悪 化 が も た ら す 影 響 に 特 化 さ
せ て 新 た な シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト を 作 成 ・ 実 施 す る こ と が 考 え ら れ る 。 つ ま り 、 シ ナ リ
オ ア ン ケ ー ト は 、 実 施 結 果 を 踏 ま え て 、 専 門 家 が 次 段 階 の シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト を 作 成
し 実 施 す る と い う サ イ ク ル を 繰 り 返 す 形 で 、 住 民 と 専 門 家 の 対 話 を 支 援 す る 手 法 と し
て 利 用 す る こ と が で き る 。
ま た 言 う ま で も な く 、 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト は 、 住 民 参 加 プ ロ セ ス 全 体 の う ち ご く 一
部 を 占 め る に す ぎ な い 。 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト を 住 民 参 加 の 全 体 図 の 中 に 位 置 づ け 、 た
と え ば 、 シ ナ リ オ ワ ー ク シ ョ ッ プ の よ う な 対 面 型 会 議 と 組 み 合 わ せ る こ と で 、 よ り 公
正 で 実 効 的 な 住 民 参 加 の 実 現 に 貢 献 で き る だ ろ う 。 具 体 的 に は 、 た と え ば 、 シ ナ リ オ
ア ン ケ ー ト の 結 果 を 対 面 型 会 議 の 検 討 資 料 と し て 利 用 し た り 、 逆 に 、 対 面 型 会 議 の 検
討 結 果 を 踏 ま え て シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト で 提 示 す る シ ナ リ オ を 設 計 す る こ と が 考 え ら れ
る 。
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勝 山 正 則 ・ 吉 岡 崇 仁 編 ， 2 0 0 6 ， 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 5- 2 I D E A プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 報 告 書
N o .l : 集 水 域 の 生 物 地 球 化 学 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ 、 ル の 構 築 .
大 野 栄 治 編 ， 2 0 0 0 ， 環 境 経 済 評 価 の 実 務 ， 勤 草 書 房 .
総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 「 流 域 環 境 の 質 と 環 境 意 識 の 関 係 解 明 J ( 環 境 意
識 プ ロ ジ ェ ク ト ) 編 ， 2 0 0 8 ， 森 、 川 、 湖 の 環 境 に 関 す る 意 識 調 査 .
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